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論 文 内 容 の 要 旨
本論文 は、 中世 の宗教 を地域社会 の歴史発展 との関係のなかで考察 してい くことに最大 の主
眼 をおいた ものである。 日本 中世社会 にお ける宗教 に関 しては、黒 田俊雄氏の顕密体 制論が、
もっとも有力な学説 となっている(黒 田 『日本中世 の国家 と宗教』岩波書店、1975年)。 黒 田氏
は、国家 と完 全に結合 し、 中世国家 の正統な る地位 を確保 した宗教 を、天台 ・真言宗な どの顕
密仏教 である とし、顕密 の一致 ・円融 あるいは相互依存的な併存体制 として成立 した顕 密体制
こそが、 中世国家 にお いて正統 なる地位 を独 占した宗教イデ オ ロギーである と論 じている。 こ
の顕 密体 制論 は、宗教が有す る中世 国家支配 のイデオ ロギ ー装置 としての機能 を明 らかにす る
とともに、社会構成体史 まで を包摂す る壮大なる全体史 であった。
しか し、顕密体制論は、全体史 による国家 と宗教 との関係 を最大の論点 としていたが故に、
地域史 も全体史 のなか に従属的 に組込 まれてい く一部 に しかすぎない、 とす る地域史軽視 の限
界 を有 して いた。 しか し、近年 の中世史研究は、地域 にお いて 自律的に存在す る社会集 団のあ
りよ う、地域社会諸集団の社 会史的分析、制度 としての国家 とい う枠組み に収敏 されて いかな
い多様な歴史現象、地域 と民族、国家 の枠組 みを超 えて展 開す る多様 なる交通 関係、な どを明
らか にしてお り、顕密体制論のよ うに宗教を静態 的な 国家構造 論 との関わ りで、イデオ ロギ ー
論 として論 じてい くことに対 する根本的な再検 討が必要 とされてきている。 また、社会構成体
史研 究か ら社会史 的研究 へ、 と中世史研究が大 き く転換 して い くなかで、宗教が さまざ まな社
会諸集団のなかではた してきた多様な役割 につ いて も再検討 されて きて いる。本論文は、 この
よ うな中世史研究 の動向をふまえ、北方史 ・領主 ・民衆 という三点 の視座か ら地域社会 を とら
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える ことによ り、宗教 と地域社会 との関わ りについて明 らか にしようとした もので ある。
第一部 では、地域社会 の具体的な 「場」を奥羽に求め、北方史 の視座か ら地域社会 と宗教 との
関係 を論 じた。研究史的 には ほとん ど究明 されて こなか った分野であ る。近年の研 究は、蝦夷
地 ・サハ リン ・アムール ラン ト ・千島列島 における民族問題、交易 と支配、社会集団の移動、
文化変容な ど、北東 アジア世界の諸問題 と密接な関係を持ちなが ら奥羽 の歴史 や中世国家史が
刻 まれて きた ことを明 らかに している。第一部の四つの論文は、 このよ うな北方 史のなかの奥
羽 という 「個性」 を有す る 「地域社会」にあって、宗 教が、その地域の歴史的特性 とどのよ う
に関わ りあって いたのかを論 じた ものであ る。
まず、第一章では、出羽国の九世紀における神祇体 系が、 北奥羽、北方世界 の政治状況 と密
接 な関係 を有 しつつ、九世紀段階の国家神祇体 系の一 翼を構築 していた点について分析 を加え
て いる。特 に、 出羽国式内社 の設定の され方 が出羽 国北方 に住む夷秋か ら国府 ・・柵 を守護 する
という政治的 レベルで設定されていた ことに注 目しっっ、 九世紀 奥羽神祇体 系の象徴 的存在 と
もいうべ き出羽国大物忌神を素材に して、古代 国家 の神祇体 系 と辺境意識 との構造 的メカニズ
ム を解明 した。鳥海山 を神体 とする大物忌 神が、そ の噴火(神 異)に 発揮 した極端 に繊れ を忌
む という神性は、 もっ とも王朝貴族 的観念、 中世社会 にお ける稼れ の同心 円構造 に も通 じる意
識で あった。また、国家の南端で発 生 した同神 による石鍛 降下事件 は、 同神 の国家辺境守護神
として の性格 を見事に表現 してお り、大 物忌神 の神異が、 北方 世界の異変 に対す る国家守護 の
みな らず南の境界で も発揮 し得た ことを象徴 的に物語 っていた。 そ して、一つ の国家辺境 にお
け る神異が他 の辺境 の神異 と連動 しあう という国家辺境 に対す る意 識構造 は、大物忌神社が 九
世紀国家段階の貴族 に とって、 北の境界 に鎮座す ると観念 されて いた ことに起 因して いた。 さ
らに、 このよ うな国家辺境意識 を王朝貴族 に観念せ しめた背景 に、秋 田城な どにお ける蝦夷支
配(朝 貢 ・饗給体 制)の 動揺が あった。
もっ とも奥羽の寺社 と北方世界 との関わ りは、古代で終 った ので はな い。む しろ北方民族 の
成 長 とともにますます深 まって いった ので あ り、.それゆ えに北方世界 の動向は 中世奥羽 の寺社
の 自己意識 にも大 きな規定性 を与 えて いった。第二章で考察 した羽黒 山の宗教的 自己意識は、
その典型 的事例で あった。関東御祈祷所 として、奥羽諸寺社の 中で も象徴的存在であ る羽黒 山
の縁起 に盛 り込 まれた 自己意識 には、都鄙往来 によって もた らされた聖徳太子信仰や善光寺 ・
生身仏信仰 とともに、北方蝦夷沙汰の世界 を色濃 く反映 していた。 同山の縁起 では、羽黒権 現
本地仏請観音 の脇侍であ る軍茶利明王の記述が重要 な位置 を 占めてお り、そ こには五壇護摩 法
による真言密教 の呪法調伏 という、鎌倉幕府禅密体 制の宗 教的本質が貫徹 していた。 また、 北
辰信仰 と密接な関係を有 する妙見菩 薩が請観音の脇侍仏 であった ことも、羽黒 山が 日本海 北部
か ら蝦夷地(北 海道)に かけて活躍 した海民集 団の信仰 を集 めていた ことの反 映であった。 羽
黒山 の諸堂宇造営 にも、蝦夷 沙汰問題 が色濃 く反映 してお り、鎌倉幕府禅密体 制の本質 は、 北
東ア ジア ・蝦夷地にむかって開かれ ていたのである。 このような奥 羽寺社 の北東 アジアへ の意
識構造 は、 蝦夷沙汰執行者安藤氏 の社会 的あ りようとも密接 に関 わっていた。安藤氏 の拠点 で
ある国際港 湾都 市十三湊や男鹿 半島にも羽黒 山信仰 の場が設 け られ、 出羽国 日本海側か ら蝦夷
地 にかけて羽黒 山僧侶 ・行者や海 の商 人な どの 日常 的な交流が存在 して いた ので ある。
このよ うに北奥羽が、蝦夷地、さ らにはそ の北 に広が る諸民族 の動 向と関連 して いた ことは、
宗教教 団にその飛躍的発展 を保証す る舞台 をも準備す るもので あった。第一部第三章で考 察 し
た十五世紀後 半の蓮如本願寺教団 の場合、越前国吉崎道場か ら一気 に蝦夷地へ の布教が開始 さ
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れて いた。蝦夷布教は、蓮如 の一弟子 による個別 的布教 とい う思惑をはるか に超 えた、 教団の
宗勢拡大 の本質 に関わ る意図 を有 して いた。本願 寺僧侶 の蝦 夷布教を下か ら支 えた 信仰集 団の
中核 的存在が有徳人であ った ことは、その意味で も注 目すべき ことであった。蓮如教 団が北奥
羽か ら蝦 夷地の湊 に次 々 と寺院 を開基 して いった ことは、信仰集 団の中核 的存 在が、 「海 の有
徳人」で あった ことと密接 に関わ って いた。先学 によって解 明された、本願寺僧侶 の布教 と有
徳人 の商業活動 とが表裏一体 で あるということは、北奥 羽 ・蝦 夷地において、 よ り典 型的に現
れた ので ある。 十五世紀、アイ ヌ民族の民族的躍動 と北方 世界に展開す る新たな る交 易体 系の
成立、和 人の蝦夷 地移住、抗争 と軋礫(北 の倭 冠状況)、 とい う北方世界の ファナチ ックな状
況下、蝦夷 沙汰執行 者湊秋 田安藤 氏 さ らには室町幕府 ネ ッ トワー ク とも緊密 な関係 を有 しつ
つ、本願寺教団の北奥羽 ・蝦 夷地布教がなされ たので ある。それ ゆえに、本願寺教 団の布 教活
動は、 アイヌ民族 に対す る布 教 をも視 野に入れて行われ たのである。異民族布教の結果 的成否
は別 にして、宗 教教団の 自己発展の運動法 則にお いて、必 然的に異 民族布教 に向か った ことの
意味は無視 できない。
本願寺教 団の社 会的基盤 につ いて は、惣村(農 民)・ 武 士 ・商人 ・遍歴す る人々(ワ タ リ ・
タイ シ)論 な どの学説が あるが、少な くて も惣村 の発展 に基 づ く自立 した安定社会 を念頭 にお
くことは、真実 を見失 うことになろ う。戦 国期は、 日本封建社会最大 の再編期であ ったが、第
四章で は、そ の社会変 容の歴史現 象 を、平面的座標軸か らは人間集 団の 「移住」、 また社会構
造 の垂直座標軸か らは 「牢(浪)人 」 の視座 よ りと らえ る。そ して、 この 「移住」 と 「牢 人」
の座標軸 にお いて、 もっ とも典 型的にそれが発現 した地域 は北奥羽で あ り、 この二つ の座標軸
に もっ とも深 く関わ った のが 本願 寺教 団で あった。十五世紀後期か ら十六世紀初め、陸奥国北
上川流域 には、奥羽で も有数 の本願寺教 団寺院が存在 し、室町幕府的ネ ッ トワーク との相互補
完 関係 を保 って いたが、十六世紀前半 まで に、次々 に奥羽 山脈 を越えて秋田仙 北地方 に移転 し
て いった。それ は、十五世紀か ら十六世紀 にかけて発生 した北奥羽へ の移住 の波に乗 った もの
で あった。 さ らには、多 くの本願寺諸寺院開基が、牢(浪)人 出身僧侶 によってな されてお り、
本願 寺寺 院は、牢(浪)人 集 団の有す る潜在的な経済 ・政治 ・軍:事力 を再編成 して いたので あ
る。 中世後期、地域社会 にお ける構造的な変化 とは、 社会諸集団が 「スクラ ップ ・ア ン ド ・ビ
ル ト」 されてい くことであ った。 このような歴史 展開において、流動する社会集 団を再編 成 し
て い くオルガナイザー的役割 をはた したのが本願 寺教 団であった。 十五後半 ～十 六世紀前半、
アイ ヌ民族の躍動 とい う状況下、 日本列島の北端 か ら 「中央」 にむかって引き起 こされた交易
体系 の発展は、北奥羽か ら蝦夷地 にかけての 「北方地域」 を して移 住 と牢(浪)人 の構造 的な
流入 の場 と変容させたのであ り、新興教団である本願 寺教 団は、 その歴史展 開と密接 に関わる
ことで、教団の拡 大を図って いたのである。 北方史 のなか の 「地域社会」で見 られ た国家 の枠
を超えて活躍 する社会諸集 団の動きは、 地域 か ら 「中央」 に向かって新たな る交通 関係 を成立
させ、地域社会 を全 国的な交通関係の場 に登場 させた ので あ り、そ の新たな る地域社会 の形成
に本願 寺教団が 密接 に関わ ったが故 に、全 国的な教 団へ と急 速 に成長 を遂 げて いっ たので あ
る。
第 二部 は、荘 園制社会 にお ける地域社会 の宗教 を、王都 との交通関係 において考察 した もの
である。 日本 中世社会が荘 園制社会 である ことの構造的特色 とは、王都 に集住 す る荘園領主(上
層官 人貴族 ・大寺社)に よる地方支配が、王都か ら地方へ、 という圧倒的に優 勢な都鄙間交通
の流れ によって達成 された と ころにあるといわれてい る。そ して、 この都鄙 間交通の動脈 を通
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じて、 顕密イデ オ ロギー は、地域世界 の隅 々まで を覆い尽 く し、地域社会の宗教環境 を一方 的
に支配 した、 と。 はた してそ うな のだ ろうか。
黒 田俊雄氏 は、顕密体制論 のなかで、石母 田正氏以来の武士発展史観を痛 烈 に批判す ると と
もに、顕 密体制 を支 える社会構成体 とは、 自立 を遂げる 自立小農民の上に成 り立つ荘園制社会
で あると し、領主制 は亜流 に しかす ぎな いとされてきた。 しか し、 この学説は、 鎌倉幕府 の存
在一 つとって も、肯 定できないものである。第二部 では、黒 田氏が批判の対象 とした、1960年
代 の古典 的在地領主論 と地域社会 にお ける宗教のあ りかた を、私な りに批判 再検 討 しなが ら、
特 に、政治経済的な分析 によって得 られた地域社会 の構造 的特質 をふまえつつ、 それが王都 と
地域 との都鄙問交通 によって構築 され る荘園制社会の縦 の秩序 とどう関係 しあっているか、 と
いう点 を考察 しようとした。考察 をす るうえでの素材 として、地域社会 の主要 な政治集団で あ
る在地領主 の政治的宗教的結集の場である国衙 と一宮 を とりあげた。
まず第 一章 では、一宮 とい う場 におけ る宗教儀礼 の持 っ文化 的身分制編成 上 の意 味 を分析
し、 いわば地方名士 として在地世界 に君臨す る在地領主 に とって、舞楽 な どの儀礼 は 自らの権
威 にかかわ る重大事で あった ことに注 目した。また、 国内在地領主の身分編成 の核 とも言 うべ
き一宮 の宗教儀 礼(祭 礼)は 、王都か ら地方 へ、地方 か ら地方へ、 とい う、 まさ しく重層的都
鄙往来の産物であ り、 一宮それ 自体 も国を超 えて神仏群が 結びつ く世界 にあった。例 えば若狭
彦大 明神 の 自己意識が 王都か らの往来 とともにさまざ まな 地域神 との交流 を内包 して いた の
は、その好例である。注 目されるのは、一宮 の宗教儀礼が 一宮一社で完結す るので はな く、一
宮 を核 とした地域 社会の神仏群 ネ ッ トワークのなか で挙行 されていた ことで ある。一 宮は、都
市空間 と密接な関係 を有 し、神 仏群 の往来 と集住 にお い・て 、他 の地方寺社 をはるか に凌駕 して
いた。そ して、 一宮の宗 教儀礼 には、荘 園制 の縦 の秩序だ けでな く地域社会神仏群 ネ ッ トワー
ク とい う横 の秩序 が構造 的に組 み込 まれて いたのであ り、 この二 つの秩序で組成 され た宗 教儀
式 空間のなかで、 領主階級全体 が参加 して の政治 身分 の確 認がお こなわれた ので ある。個別 的
荘園制の職 の体 系(縦 の秩序)は 、個別的荘 園制秩序 を超 えた在地世界 の秩序(横 の秩序)を
構 造的 に くみ こむ ことで、 貫徹 していたの であ り、そ こに こそ地域社会 の宗教 構造 の特色 が
あった。
地 域 的な結合 と荘園制 的な結合 の二大原 理 は、一宮 とい う宗教 的空間 のみな らず 、一宮 と
もっ とも密接な 関係にあった 中世国衙 の所領構成 にお いて も観察で きた。第二部第二 章で は、
大 田文 を分析対象 とす る ことで、 中世国衙領 の特色 を論 じた諸説 を批判 し、大 田文そ のものが
高度 なる政治 的編成作業 を経た もので あって、必ず しも中世国衙領 の実態 を映 し出す もので は
ない との分析結果か ら、鎌倉期 国衙領 の最大 の特色 を、膨大な給免 田の存在 に求めた。 この給
免 田の多 くは地方 寺社 にかかわ る料 田であ った り、都鄙間交通 に生 きる社会諸集 団 を公領 に繋
ぎ止 める物的基盤 でもあったが、注 目され るのは、鎌倉期 にお いて、 この給免 田を核 にして国
衙在 庁官 人や 国衙周辺 寺社 の神官供僧 らによって強力 な地縁 的結合が成立 して いた ことで あ
る。 中世公領 が、 「国衙正税之地」 とい う荘園制的官物体 系 とともに 「国衙 一 円進 止之地」 と
いう地縁的政治結合か ら成 り立 って いた ことは、第一章で検討 した地域社会 における宗教の二
重構造 にもつなが るものであった。
さ らには、 「補 論」 で も述べた ご とく、 王都 か ら地方 へ、 とい う荘 園制下 の商業ル ー トは、
地域か ら地域へ、 という流通ルー トを包摂 して こそ初めて成立 し得たのであ り、都 鄙間交通 の
二重構造は、荘園制社会下の地域 を論ず る場合の重要な指標であった。 また、 この ことは、十
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二世紀 に成立する荘園制社会秩 序が、 まさ しく都鄙 間交通 の賜物で あった ことを物語 る。在地
世界 に生きる領主 も、都鄙間交通の結節点で ある都市空 間、交通路、交易 ・商業的 な場の支配
を必然的課題 としていたのである。荘 園制社会が このような二 つの構造 を最初か ら内包 してい
た ことか らもわかるよ うに、都 鄙間交通 の進展 は、歴史 の表舞台 に地域 的結合 とそれ に支 え ら
れた重層的かつ広 範囲なネ ッ トワークを有す る地域宗教世界 を登場 させた ので あった。
このよ うな構造 的特質 を有す る荘 園制社会 にあって、荘 園領主大寺社権門(知 行国主)か ら
発せ られる顕 密イデオ ロギ ーは、圧倒 的威 力を持 って一方 的に地域社会 を従属 させ る ことがで
きなかった ことは言 うまでもない。第三章で は、 この ことを荘 園制的職 の秩序が もっと も強 く
貫徹 している周 防国で論証 した。鎌倉期 の国衙領 内で発 生す る裁判沙汰は、確か に知行 国主の
事務 指令を うけて為され るものであったが、現実的 に在地 の留守所 にお いてお こなわれ る裁判
沙汰 は、大 きな比重 を しめて いた。確か に、王都か ら貴族 ・大寺社権 門が国 に派遣 した 目代 の
有する国衙行政指揮能 力は、強 大なるものが あったが、 目代 による留守所裁判 の独 占がなされ
たのではなか った。 また、鎌倉 初期、周防国で見 られた阿弥陀寺料 田設定 にさいしてお こなわ
れた起請文作成 は、 王都側領主(重 源)か らの要請で行われ たが、在地領主は起請要請 にさい
し、 没主体 的にそれ を鵜呑み に したのではな く、 自 らの主体 的決断 をもって 自己呪縛 を選択 し
たのであった。在庁官 人 らの宗教的連帯は、鎌倉後期 にあって暴虐な 目代 に対 抗 して強 固な政
治 的結合 を生んだ よ うに、地縁 的結合 の精神的支柱へ と転化 して いった ので ある。
顕 密体 制は、王都荘 園領主 のイデ オ ロギ ー的枠 組 みであ って、 「現実」 として、 地域社会 の
宗教 がそ の論理的枠組み に従属 的かつ一方的 に包摂 された のではなかった。 む しろ、荘 園制的
都鄙 間交通が、地域社会 に自立 的地縁的な結合原理 を創 出し、そ のことによ り発展 した地縁 的
構造 と個別的荘園制的な職 の縦 の秩序 とが、地域社会 に構築 されている ところ に、王都か ら地
域 へ、地域 か ら地域 へ、地域 の宗教的 「個性」、 とい う中世地域社会 の多元 的な宗 教構造が 生
み 出され る社会的土壌が あった ので ある。
で は地域社会 を構成す るもっとも主要な社会層である民衆は、はた して王都 か ら入 って くる
顕密イデオ ロギー に呪縛 され、支配 し尽 くされて いたのだ ろうか。民衆 と宗教 に関す る顕密体
制論 の理解は、民衆的願望 ・不満 を体現 しっつ発生 して くる御霊が、 鎮魂呪術 の操作 によって
体制 と秩 序を称え る神へ と変 化 して い くこと(包 摂の論理)、 作善 の方法 を独 占した宗 教権門
が、本地垂迩体 系 の神々 の壮大な交通関係を通 して、全国津々浦々の民衆の心 象に、罪 と罰、
堕地獄の恐怖 を焼 き付 けていた こと、顕密体 制によって こそ仏教の民衆化が達成 された、 とす
るものであ った。
これ に対 して、第 三部 で は、顕 密体制 は、 民衆 をそ のイ デ オ ロギー 的武器(鎮 魂 呪法)で
もって完全に掌 握 していたのだ ろうか、 とい う観点か ら、 民衆の宗教 的な自己覚醒 の論理 とし
て 「民衆神学」 という方法論 を提示 している。 この分析 手法は、現在 の中世史学界 では、 ほ と
ん ど類例 を見 ない ものである。 論者が、 この新 しい視座 に こだわ りつ づけるのも、 民衆 と宗教
との関連を、 もっぱ ら 「現世 利益」や 「現世安穏」、 「呪術」 と 「除災」 な どの観点 か らのみ論
じて いくことに対 して、 深い疑念を有 して いるか らに他 な らない。
さて、第一章 では、宗教 を民衆の側か らと らえ直 し、神仏 と民衆 との人格関係 を基調 に、 民
衆の宗教体験 と覚醒に注 目してい く中世民衆神学 の視座 を確 立 した。 民衆 の宗教体験 を物語 る
「神道集」 にお いて、顕 密体 制で重要視 された罪 と罰 は、決定 的に重要なモチー フとなってい
なかった。 民衆神学 の底流 にあるのは、 民衆 の苦難 の自覚 であったが、それ こそが神仏 を して
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民衆 を救 済すべき存在 者た らしめる積極 的力を有 していた。 民衆の宗教体験 の場におけ る、神
仏 と民衆 との人格的関係は、決 定的に重要で あった。起請文 な どによって 民衆 を呪縛する神仏
は、 本地 垂　体 系に基 づき数多 かったが、それ らの神 々 と民衆 との間には、宗 教的人格関係が
成立 していなかった。 先学が言 われ るように、起請 は相手 に対す る対抗呪縛 の性格 を有 してい
るが、 民衆 の対抗 呪縛 の神通 力が、領主側 の起請破 りの決定的瞬 間にお いて 民衆 を救済す る う
えでその威 力を発揮 したのではな く、 む しろ、民衆 と人格 的関係 を結 んでい る氏神 が民衆 を救
済 したのであった。 中世 民衆 の強靭な る主体性 を支 えて いた神仏 とは、民衆 と人格 的関係 を結
んで いる神仏 であった。
封建制社会 にお ける民衆支配 のさまざ まな非合理性 を表象す る民衆の 「恨」 は、個別 的荘園
領主 の支配体系 をはるかに超え る普遍性 を有 して いた。 「恨」 の克服過程 にお いて民衆 の自己
覚醒 の可能性がひそ んで いた のであ り、封建制支配 の中に生きる民衆 の 「恨」が持つエ ネルギ ー
こそ が神 を創 出 して い く決定 的契機 とな ってお り、そ こに 「恨」の普遍 性が あ った。 民衆 の
「恨」は、結果的 には領主 によって慰撫 されてい くが、そ こに領主の不正義 を告発 して い く民
衆 と形式的弔い(鎮 魂)に 走 る領主 との攻めぎあいがあった ことを忘れてはな らな いので あ り、
顕密体制 の鎮爽呪術 を下か ら規定す るものであった。
第二章では、民衆 と神仏 との人格的な運 遁が、 生身仏や夢 告 という媒体や 回路 を生み出 した
ことに注 目しつつ、 容易 に民衆を救済 しない地蔵 を 「恨」 んだ り、夢告による仏の恩寵 を拒絶
して い く民衆 の姿 に、顕 密教学 をその まま甘 受 しよ うと しない 民衆 の宗教 的 自律性 を発見 し
た。 また、神判 にかかわった裁判沙汰 の場 に神仏 が参加 してお り、 神仏 の夢 告 とい う宗教体験
の回路 を通って、 民衆の 「恨」 が裁判官 の判決理 由で ある 「道 理」 に影響 を及ぼ していた。
このよ うに民衆神学 の視 座に立つ ことによって のみ、顕密体 制イデ オ ロギー の論理構造 の対極
にある民衆の宗教 的人格 と民衆宗 教が有す る倫理性が理解 できるので あ り、それ ゆえに民衆 を
体 制内にだき こも うと、 中世 国家が顕密体制 というイデオ ロギ ー(武 器)を 振 りかす姿 が逆に
見 えて くるのである。 民衆神学 に見 る民衆 の宗教体験 とイデ オ ロギー として の顕密体 制 とは、
別 の論 理回路で あった。それ は、第二部で検討 した地域社会 と荘 園制 との関係 にも通 じる もの
であった。未 開な る中世村落 に生きる民衆は、 同時 にしたたか でもあった ので ある。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、 中世の宗教 につ いて地域社会の歴 史発展 との関係で明 らかに した もので ある。全
体は序論、本論3部9章 と補論、結語 によって構 成される。
これ まで 中世の宗教 については、 天台宗 ・真言宗 な ど顕 密仏教が国家 と結 合 し国家支配 のイ
デオ ロギーであった とい う、黒田俊雄 の顕 密体 制論 が有 力な学説であったが、序論 では、 この
学 説を地域史の軽視である と批 判 し、 北方史、都鄙 間交通 と領主制、 民衆 の3つ の視 角か ら宗
教 と地域社会 との関係 を明 らかにする として、本論文 の研究視 角を提示す る。
第1部 「北方 史のなかの宗教」 は、北方史 と関係 しなが ら展 開 した9世 紀か ら戦国期 までの
奥羽 の宗教 について地域 社会 との関係で考察す る。
第1章 「国家辺境 の守護 神」 では、9世 紀の出羽 国の神祇体 系が 北奥羽 ・北方世 界の政治状
況 と密接 に関係 し、古代 国家 の神祇体系 のなかで、 出羽国 の鳥海 山を神体 とす る大物忌神が北
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方 世界 との境 界にあ って、 北方 の夷独 か ら国家 を守護す る国家辺境守護神であ った ことを主張
す る。
第2章 「北方史 のなか の中世羽黒 山」では、鎌倉時代の出羽国羽黒山が、 日本海北部か ら北
海道 にか けて活躍 した海 民集 団や、十三湊 の蝦夷沙汰の執行者である安藤氏 の信仰 を集めて、
北方蝦夷社会 と密接 な関係 を持 ち、羽黒 山の縁起の宗教的な 自己意識にその ことが明瞭 に現れ
ていた ことを論ず る。
第3章 「蓮如本願寺教 団の蝦夷 ・北奥布教」では、15世 紀後 半 に蓮如 本願 寺教団が、 アイ ヌ
民族 の民族 的躍動や北方世界 にお ける新たな交易体系の成立な どの状況 を背景 に、海 の有徳人
(商人)や 、蝦夷沙汰 の執行者である湊秋 田安藤 氏 らを信徒 に組み込 んで、 北奥 ・蝦 夷地へ教
線 を拡大 した ことを解明す る。
第4章 「戦国期奥羽の本願寺教団一 移住 ・牢人 ・往来 の視座 か ら一」で は、 戦国期 の流 動的
な社会状況 にお いて、本願寺教団が奥羽で教 団を発展 ・拡大 させ た ことを考察す る。 本願 寺教
団が牢人 を僧 に編成 して寺院 を開基 し、また交 易の発展 によって起 こった、 陸奥 の北上川流域
か ら秋 田仙北 地方へ の移住 に伴 って寺 院 を移転 させて、教 団 を発展 させた ことを明 らか にす
る。
第2・3・4章 では、関連史料 の少な い中で、寺社縁起 を活用 して地域社会 と宗教 に関す る新
しい事実 を数多 く発掘 している。
第2部 「都鄙往 来のなかの宗教 と領主」は、 中世前期 の荘園制 の地域社:会にお ける宗教 と在
地領主 の政治 的結合 について、都 と地方 の間 の交通(都 鄙往来〉 の観点か ら考察す る。
第1章 「都鄙往来 のなか の一宮祭礼」で は、一国の宗教的中核 である一宮 の祭 礼(宗 教儀 礼)
が、都 と地方、地方 と地方の間の交通 の産物で、祭礼で行われ る舞楽 ・神楽は都 と地方 の交通
によって もた らされ た こと、一宮が 国を越 えた神仏群 と結合 して、地域社会 のなかで一宮 を核
とした神仏群 を形成 し、 その祭礼 の場が在地領主 の身分秩序 の確認 の場であ ることを論ず る。
第2章 「大 田文 と国衙領 の所領構成」では、地域 の宗教 の構造 の基盤 とな る国衙 の所領構成
につ いて考察す る。鎌倉期 の国衙領 の特徴は、膨大な給免 田(不 輸租田)が 存する ことで ある
として、 これ まで の大 田文 による国衙領研 究 を批判 し、 国衙領の給免田が地方の寺社の料 田や
都鄙間交通 に生 きる集 団の基盤であ り、 この給 免 田によって国衙在庁官 人 とその周辺の寺社 の
神官 ・供僧 との間 に地縁 的結合が形成 されていた ことを論ず る。 国衙領 における膨 大な給免 田
の存在の指摘は、お もに大 田文 を分析対象に して作 りあげ られてきた、 これ までの 中世国衙領
研究 に重大な修正 をせ まるものであ る。
さ らに補論 「中世公領 の給免 田と都鄙間交通」 では、 荘園制下の商業が都 と地方 とともに地
域 と地域 との交通 をもとに成立 し、 荘園制社会秩序 とそ こにお ける宗教世界が この2つ の都鄙
間交通 を基盤 に成 立 していた ことを明 らか にす る。
第3章 「国衙在庁 官人 と起 請文」 では、鎌倉期 にお ける荘 園領主 ・大寺社権 門の顕密イデ オ
ロギ ー と在地領 主 との関係を、東大 寺の周防国支配 を例 に考察す る。鎌倉初期 に荘 園領主(知
行 国主)の 東大 寺が周防国に所領 を設定す る際 に、留守所 の在庁官人 ら在地領主 に顕密イデ オ
ロギ ーによる起請 をせ まるが、在地領主 は宗教的連帯 を結び、一定 の主体性 をもって これ に対
抗 し、大 寺社 の顕 密イデ オ ロギーが一方的 に地域社会 を屈服で きなか った ことを論ず る。
第3部 「中世の民衆 と宗教」 では、 「民衆神学」 とい う視 角か ら、 民衆 の宗 教意識 を考察す
る。
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第1章 「顕密体制 と中世 民衆神学」では、苦難 の中にある民衆が救済 を求めたのが、顕密体
制下 の神仏で はな く、彼 らが人格的関係 を結んだ氏神な どの神仏で あ り、民衆の宗教的体験 に
は顕 密体制下 の罪 と罰 は影響 を与 えなか った こと、民衆が荘 園制支配 による苦難のなかで抱 い
た 「恨」が彼 ら自身 の神仏 を創 出す るエネルギ ーで あった ことを明 らかにする。
第2章 「生身仏 と夢告 の民衆神学」では、民衆 と神仏 との人格的な出会いが生身仏 と夢告 を
生みだ し、 民衆が彼 らを救済 しな い地蔵 を恨んだ り、夢告 による仏の恩寵を拒絶 してい るとこ
ろに顕 密仏教 の教学 をそ のまま受 け入れな い民衆の宗教的 自覚がみ られる と説 く。第3部 では、
関係史料 の少な い中で 『神道集』な どの説話集 を活 用 して、民衆 の宗教意識に迫 り、 顕密体制
イデオ ロギー の対極 にある民衆 の宗教的な倫理 を明 らか にして いる。
本論文 は、北奥羽 ・蝦夷地か ら東北 アジア にか けて の北方史、都鄙間交通 と領主制な どに関
す る これ まで の研究 をふ まえ、 さらに新たな民衆神学 という視角 を提示 し、 これまでの有力な
学説で あった顕密体制論 の視角か らは見えて こない、地域社会 における豊かな宗教世界 を描 き
出す ことに成功 して いる。その考察は、寺社の縁起集や説話集な どの史料を活用 し、 高い実証
性 に裏付 け られて説得的であ り、多 くの新 しい知見 を含 んで いる。その研究成果 は中世宗教史
研究は もとよ り、 中世史全体の研究 を進展せ しめる ものであ り、斯界の学問的発展 に寄与す る
と ころ大な るものがあ る。よって本論文の提出者 は博士(文 学)の 学位 を授 与され るに十 分な
資格 を有す るもの と認め られる。
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